
 

 

 
 

「してもらう」生活から、自分が「する」生活に 

校長 金三津 ひろみ  
 

早いもので１学期も残すところ１週間となりました。１学期は、当初５月に計画していた遠足を９月に

延期した他は、校内行事や活動のほとんどを予定通りに実施することができました。「学校の新しい

生活様式」の下、マスク着用や日々の体温測定、手洗い・手指消毒等を新たな生活習慣として身に付

け、真面目に実践する子供たちの姿に勇気付けられ、「みんなで工夫して何とか実施しよう」という気

持ちが高まります。 
 

子供たちの活動にも様々な工夫が見られました。 

集会委員会は、全校で集まる児童集会に代えて、１・６年、２・５年、３・４年のグループでミニ集会を

開催しています。なるべく声を出さずにできるよう工夫した「ジェスチャーゲーム」や「テレパシーゲー

ム」等の活動で、楽しく他学年とも交流する姿が見られました。「声を出さない」という制限を逆に楽し

みに代える柔軟な発想に感心します。 

体育委員会は、宇奈月チャレンジタイムのない大休憩に呼びかけ、低学年・中学年・高学年ごとの

「ミニゲーム」を企画しています。自由に参加でき、ドッジボールやおにごっこ等の活動で友達と一緒

に体を動かすことを楽しむ姿が見られます。体育委員会が給食時の放送で呼びかける「たくさんの人

が参加してくれるとうれしいです」の言葉も温かく、自分で選び、自主的に参加することを促す取組が

素敵です。 

６年生は、総合的な学習の時間の「共に生きる ～宇奈月のユニ

バーサルデザイン～」の学習で、他学年の子供たちの学校生活を

楽しくする工夫に取り組んでいました。これまで行っていた地域の福

祉施設の訪問や高齢者の方との交流が難しい中、学校内でできる

ことを子供たちが考えたそうです。１階生活教室の周辺に「間違い

さがし」や「クイズ」等の掲示をしたり、「ポケモンになれるコーナー」

をつくったり、児童玄関で並ぶ１年生が密になることを避ける目印

の足跡型を貼り付けたりと、どれも子供らしく楽しいアイディアばか

りで感動します。 
 

子供たちは、「誰かに○○してもらおう」と待っているだけでなく、自分

なりの工夫で自分たちの生活をよりよいものにしていこうとする力が潜

んでいます。 

もうすぐ始まる夏休みには、大人や家族に「してもらう」ばかりでなく

「自分でする」ことが増えるように、そして、できれば「誰かのためにでき

る」ことが一つでも増えることを願っています。 
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１・２年生用トイレ前の呼びかけです 

楽しい掲示が玄関で子供たちを迎えます 
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《学習参観・懇談会等へのご参加ありがとうございました》 
７月１日（木）の学習参観・懇談会には、お忙しい中、多数の皆様にご参加いただきました。また、

同日に１年給食試食会と栄養教諭による食育教室も開催しました。いつもは６年生と一緒に給食

を食べているランチルームの席で、この日はおうちの方と一緒に食べる１年生のうれしそうな表情

が微笑ましかったです。 

学習参観・懇談会に関するアンケートにもご協力いただきありがとうございました 

「子供たちの様子や成長が見られてよかった」「子供たちが真剣に学習していた」等の感想とと

もに、「参観している親同士の私語が気になった」「８時半からの授業参観（１限）は早すぎた」「コ

ロナ禍であり難しいと思うが子供の様子をもう少し近くで見たかった」等のご意見もいただきまし

た。懇談会については、「学校での様子や他のお子さんのがんばっていること等を聞くことができて

よかった」「他の保護者の意見も聞けて参考になった」等の肯定的な感想が多くありました。 

気温・湿度の高い日だったため、ワークスペースからの参観が「暑かった」という感想や「エアコ

ンはいつから使用するのか」というご質問もありました。教室のエアコンは６月中から使用しており、

当日も朝から使用していましたが、ワークスペースまでは効果がなかったものと思われます。今後も

エアコンを適切に使用して熱中症に備えるとともに、子供たちが学習に集中できる環境を整えてい

きたいと思います。 

 
《「お･か･し･も･ち」を合い言葉に･･･今年度最初の避難訓練》 
火災を想定した今年度最初の避難訓練を行いました。集

合時の密を避けるために、今年度も、１～３年生と４～６年生

の２グループで、６月１８日（金）と２１日（月）の二日間に分

けて実施しました。授業中の火災場面を想定し、学級全員

で素早く並び、グラウンドへ避難する訓練でした。４～６年生

は上学年だけあって、緊張感をもち整然と避難していまし

た。入学して初めての避難訓練となった１年生も「おさない、

かけない、しゃべらない、もどらない、ちかよらない」を合い言

葉に、安全に避難することができました。今後も、様々な想定で避難訓練を行い、万が一の災害に

備えていきます。 
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《相手も自分も傷つけないために･･･ネットトラブル防止教室》 
７月１３日（火）、黒部警察署生活安全課係長の坪川

さんをお招きし、「５・６年ネットトラブル防止教室」を開催

しました。 

夏休みに入り、子供たちにとって自由な時間が増える

とともに、ゲームや動画の視聴、インターネットの利用機

会や時間が増加することが予想されます。先日の「保護

者アンケート」でも、「ゲームやメディア利用の時間を制

限することが難しい」というご意見が多くありました。イン

ターネット上には、役立つ情報がたくさんある一方で、悪

影響を及ぼす有害な情報も数多く存在します。 また、メールや SNS等の利用方法を誤ると、自分

が気付かないうちに見知らぬ人に個人情報を知られてしまうなど、様々なトラブルが生じる危険も

あります。 

子供たちが、トラブルに巻き込まれることなく、安全にインターネットを利用することができるよう、

まずは大人がその特徴や様々なリスク、危険性を理解することが重要だと考えます。学校でも、学

年や実態に応じて、繰り返し指導していきますが、夏休み前のこの時期に、ご家庭でもぜひ子供た

ちと話し合う機会をもっていただきますようお願いします。 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 
 

《子供を守る３つのポイント》 
■ポイント 1・・・利用状況を把握する 

お子さんのスマートフォン等の利用状況を把握するために、ペアレンタルコントロールを活

用しましょう。ペアレンタルコントロールとは、子供のスマートフォン等の使用状況を保護者が

把握したり、安全管理を行ったりする仕組みで、OS事業者、アプリ開発事業者からサービス

が提供されています。例えば、子供がスマートフォン等でゲームをプレイする場合、保護者のス

マートフォンで、子供の日々のプレイ状況を確認したり、プレイする時間の長さや時間帯の調

整、課金の制限等を行ったりすることができます。 
 

■ポイント 2・・・フィルタリングを活用する 

不適切な情報や危険な出会い等を防ぐために、フィルタリングを賢く利用しましょう。 

フィルタリングは、子供がうっかり、あるいは故意に危険なサイトにアクセスしないようにコン

トロールしてくれる機能です。それによって、出会い系サイトやアダルトサイト、暴力的な表現の

あるサイト等を、子供が閲覧できないようにすることができます。子供の年齢や使い方によりレ

ベル設定ができるので、上手に使うことで子供の安全を守りましょう。 
 

■ポイント 3・・・親子でルールを決める 

使用に関するルールをお子さんと一緒に作りましょう。 

実社会でやってはいけないことは、インターネット上でもやってはいけません。子供が、上手

にインターネットを活用できるようにするために、利用目的や利用場所・時間帯等、使用に関

するルールを作りましょう。ルールは保護者の一方的な押しつけではなく、子供と一緒に話し

合って決めることが大事です。また、そのルールは、成長とともに少しずつ改定していくことが

必要です。 

ルールを作った後も、折に触れて利用状況について話し合い、万が一、トラブルが生じたと

きには、一人で抱え込まず、すぐに保護者に相談するよう、話しておくことも大切です。 

（「政府広報オンライン」より） 
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《５年宿泊学習 ～呉羽青少年自然の家～》 
  ７月６日（火）７日（水）、５年生が初めての宿泊学習を行いました。 

１日目は小雨まじりの天候でしたが、室内での活動だけ

でなく、ターザンロープやいかだを使った池遊び等の屋外

での活動にも取り組むことができました。２日目は晴天に恵

まれ、オリエンテーリングで自然の中を歩き回りました。 

マスク着用や検温・手洗いの徹底、食事中や入浴中には

話をしないなど、様々な制限の中ではありましたが、子供た

ちは元気いっぱい、笑顔いっぱいで活動していました。一人

一人が宿泊学習の目当てをしっかりと意識し、５分前行動

をしたり静かに話を聞いたりする姿、互いに声をかけ合い、協力し合う姿が見られ、５年生の大きな

成長が感じられました。また、いろいろな場面で「ありがとうございます」と感謝を伝える声が聞こ

え、気持ちよく２日間の日程を終えることができました。 
 

《６年ジオパーク体験学習》 
 ７月８日（木）、６年生がジオパーク体験学習を行いまし

た。（株）黒部峡谷鉄道のご協力により、これまでは、主に

市内の５年生が参加していましたが、昨年度実施できなか

ったことを受けて、今年度は６年生が参加することとなりまし

た。当日は、あいにくの梅雨空でしたが、人喰い岩までの散

策や足湯も楽しむことができました。宇奈月小の子供たち

にとっては、改めて自分たちの住む地域の素晴らしさに触

れる機会となったことと思います。 
 
《７月・８月・９月の主な行事予定》 

７月 
 
 
 
 

 

１６日（金） 
２０日（火） 
２１日（水） 
２２日（木） 
２３日（金） 
２５日（日） 

第１回学校評議員会 
地区児童会、１学期給食最終日 
第１学期終業式、授賞集会（給食なし） 
祝：海の日 
祝：スポーツの日 
夏季休業日（～８月２６日） 

８月 
 

９月 
 

１２日（木） 
２７日（金） 
１１日（土） 
１３日（月） 
２２日（水） 

１３日（金）１６日（月）学校閉庁日 
第２学期始業式、給食開始 
運動会 雨天順延 
振替休業日（１１日または１２日に運動会を開催した場合） 
遠足 

※新型コロナウイルス感染症拡大の状況等により、変更となる場合があります。 

  登校日、プール利用日等は、各学年の夏休みのしおりでお知らせします。 

夏季休業中の電話対応についてお願い 

夏季休業中は、原則として、平日の午後４時３５分～午前８時までの間、並びに、休日・祝祭

日と学校閉庁日（８月１２、１３、１６日）は、音声ガイダンスでの対応とさせていただきます。 

緊急に連絡の必要がある場合は、これまで通り、黒部市役所（５４－２１１１）学校教育課へ

お電話いただければ、学校へ連絡される体制が整っております。 

ご理解とご協力をお願いいたします。 
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